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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　これまでの日韓のキリスト教に関する研究は男性を対象の中心に置いた研究が多く、女性が中心に形成し
た資料の整理はなされてこなかった。その背景には、女性キリスト者も男性キリスト者と同じ立場、同じ見
方を示しただろうという強い推測があった。このような問題点を解決するため、本論文が『婦人新報』を中
心とした資料を綿密に分析することによって、女性キリスト者に焦点を当てて歴史学的及び宣教学的考察を
試みていることは意義のある研究であるといえる。それだけではなく、その背景にある宣教論、特に第２次
世界大戦後、元々は一つの流れの中にあった矯風会と大韓基督教女子節制会が全く違う道を歩み始め、今日
に至る展開と宣教論を解明していることは興味深い結果であると言える。
　上記のような本論文の意義を認めつつも、以下の点を課題として指摘したい。
　女性サイドの資料を丁寧に分析していること、特に、女性のキリスト者の朝鮮宣教の実践として行われた
淑明女学校の設立の歴史とその展開について新しい観点を提供していることは研究として大きな意義がある。
ただ一方で、淑明女学校の設立の歴史とその展開というテーマの大きさゆえに、４章と５章の間には論文の
流れとしての断絶があり、５章が浮き上がっている印象がある。全体の構成を考慮すれば、５章は補遺とす
べきだったかもしれない。
　男性中心の研究に対する批判をもとに研究が進められ、矯風会が当時の男性キリスト者の考えを補完する
ような役割を担っていたことを明らかにしていることは評価できるが、その原因やそこに働いた当時のキリ
スト教の特性などを解明し、さらに戦前・戦中・戦後の女性研究、ジェンダー研究との対話がなされること
によって研究に深みが出てくるのではないかと思われる。
－ 3 －
　資料の収集と分析は十分になされているが、その宣教論的な分析に関しては課題を残している。まず、日
本人女性の朝鮮伝道においてキーワードとして「神の国」を導き出しているが、この神の国理解の神学的背
景やその内実についての神学的考察が十分ではないのは惜しい点である。神国としての日本の理念がキリス
ト教的な神の国と重なる根拠は何か、この点へのさらなる考察が課題となろう。 第２次世界大戦前の宣教
理念の分析をボッシュの分析を用いて行っているが、日本の朝鮮宣教の理念の形成過程とその宣教論的かつ
社会的な背景の解明がなされることが、日本における宣教学の課題である。また、戦後に視点を移すならば、
矯風会と大韓基督教女子節制会の宣教理念と実践が分かれていった原因を究明し、今日における宣教のあり
方を議論するという宣教学的なアプローチには不十分な点が見られる。
　以上の批判点は、今後の研究課題として挙げられたものであり、申請者は口頭試問においてこれらの指摘
に応答し、研究課題として認識していることも示した。申請者には、本論文を出発点としてさらに研究を進
め、より広い視野と知識の中で研究テーマを深めるよう期待するものである。
　以上のような審査の結果、審査委員会は、神学研究科の定める博士論文審査基準を満たしており、博士学
位を授与されるに相応しいものと判断し、報告する。
